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【問合先】学校教育課学校教育係☎②2197

吹奏楽指導者招致事業 【札幌交響楽団】

　玉木亮一先生にレッスンを受けました。楽器への息の入れ方や、
低い音をきれいに出すための練習方法、腹式呼吸を行うための準
備運動など基礎的な内容も教えていただき、以前よりも良い音色
を出せるようになりました。
　3年生が引退したことで、不安な事もいろいろありますが来年
のコンクールでは全道大会で金賞以上を受賞できるように、レベ
ルを高めていきたいです。そのためにも、部長としての責任感と
仲間意識を強く持っていきたいと思います。　

ユーフォニアム担当・中田由莉さん（2年・新部長）に聞きました♪

左から中田さん（2年・新部長）、野崎さん（3年）
後方、玉木先生

　

早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月

と
な
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の
１

年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
所
属
す
る
消
防
課
は
火
災
や
救
助
出

動
、訓
練
や
消
火
栓
の
維
持
管
理
な
ど
を
担

当
す
る
警
防
係
と
、１
１
９
番
を
受
け
付
け

る
通
信
業
務
や
救
急
業
務
、一
般
住
宅
の
火

災
予
防
や
高
齢
者
世
帯
の
防
火
訪
問
な
ど
を

担
当
す
る
消
防
係
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
す
る
と
あ
ま
り
お
世

話
に
な
り
た
く
な
い
業
務（
火
災
・
救
急
）か

と
思
い
ま
す
が
、消
防
業
務
の
中
で
も
市
民

に
接
す
る
機
会
の
多
い
部
署
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
救
急
業
務
の
歴
史
に
つ
い
て
少
し

ひ
も
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。日
本
の

救
急
業
務
の
歴
史
は
、昭
和
６
年
に
日
本
赤

十
字
社
大
阪
支
部
で
救
急
業
務
を
開
始
し
た

の
が
始
ま
り
で
、消
防
と
し
て
は
昭
和
８
年

に
横
浜
市
消
防
署
で
始
ま
り
ま
し
た
。そ
の

後
全
国
各
地
に
広
が
り
、昭
和
38
年
の
消
防

法
改
正
に
よ
り
、救
急
業
務
が
消
防
の
任
務

と
し
て
正
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
、今
で
は
全

国
で
年
間
約
６
０
０
万
件
の
救
急
現
場
へ
出

動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
３
年
に
は
救
急
救
命
士
法
が
制
定
さ

れ
、従
来
、医
師
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
電
気
的
除
細
動（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）、気
管
挿
管
、

薬
剤
投
与
な
ど
が
救
急
救
命
士
の
行
え
る
処

置
と
し
て
認
め
ら
れ
、救
急
現
場
に
お
け
る

救
急
隊
の
活
動
が
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
ま
し

た
。

　

三
笠
市
で
は
昭
和
36
年
に
消
防
本
部
を
設

置
し
、昭
和
40
年
か
ら
救
急
業
務
が
開
始
さ

れ
今
年
で
50
年
に
な
り
、平
成
26
年
中
の
救

急
出
動
件
数
は
４
９
６
件
で
４
５
７
人
搬
送

し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
１
日
に
平
均
1.4
件
出

動
し
、市
民
の
約
21
人
に
１
人
が
救
急
車
を

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、搬
送
さ
れ
た
70
％
以
上
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
。高
齢
者
の
中
に
は
、救
急

車
を
呼
ば
ず
我
慢
す
る
方
も
多
く
、重
症
化

す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
と
早
め
の
受
診
が

大
切
で
す
が「
い
つ
も
と
違
う
」と
感
じ
た
ら

た
め
ら
わ
ず
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

救
急
業
務
は
、昭
和
38
年
に
法
制
化
さ
れ

て
以
来
、住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
定

着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
現
場
で
活

動
す
る
救
急
隊
員
の
技
術
力
を
高
め
、地
域

住
民
の
救
命
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、皆
さ
ん
は
万
が
一
、目
の
前
で
人
が

倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
も
し
そ
れ
が
自

分
の
大
切
な
人
や
家
族
だ
っ
た
ら
…
。

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
に

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人（
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

ー
）の
適
切
な
応
急
手
当
て
に
よ
り
傷
病
者

を
救
命
し
、社
会
復
帰
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
一
連
の
行
動
を
４
つ
の
鎖
の
輪
に
例
え
て

「
救
命
の
連
鎖
」と
い
い
ま
す
。１
つ
目
の
輪

は「
心
停
止
の
予
防
」、２
つ
目
は「
心
停
止
の

早
期
認
識
と
１
１
９
番
通
報
」、３
つ
目
は

「
一
次
救
命
処
置（
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
）」、

４
つ
目
は「
二
次
救
命
処
置（
救
命
医
療
）」を

い
い
ま
す
。事
故
や
急
病
で
心
肺
停
止
状
態

に
陥
っ
た
人
を
救
う
に
は
、こ
れ
ら
一
つ
一

つ
の
行
為
が
連
鎖
的
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く

迅
速
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

最
初
の
３
つ
の
輪
は
、救
急
隊
に
引
き
継

ぐ
ま
で
の
間
の
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ

り
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
も
し
も
の
場
面
で
、皆
さ
ん

が「
救
命
リ
レ
ー
」の
第
一
走
者
と
な
れ
る
よ

う「
普
通
救
命
講
習
会
」を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、職
場
や
町
内
会
な
ど
で
受
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
消
防
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、来
年
が
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
救
命
の
連
鎖 職員の

思い消防課長

下村 義則
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　統計調査員として長年にわたって従事した功績が認められ、
10年級で鎌田博さん、20年級で押川勝さんに北海道知事から北
海道統計功労者知事感謝状が贈呈されました。
　また、経済産業省から功労統計調査員感謝状が山口一

ひとし

さんに
贈呈され、11月17日市役所で西城市長から伝達しました。

平成27年度統計功労者に北海道知事感謝状
および経済産業省功労統計調査員感謝状

【問合先】企画振興課企画係☎②3182左から山口さん、押川さん、鎌田さん

　11月2日、市民会館で市の振興と市政の発展に寄与された4
人の方に、谷津議長をはじめ各関係団体の代表者のかたがたが
出席の中、功労賞の表彰を行い、西城市長からお祝いの言葉と
記念品を贈呈しました。

自治功労：扇谷知巳さん（弥生橘町）
　平成7年5月から20年間三笠市議会議員として尽力されました。

自治功労：髙橋守さん（いちきしり）
　平成7年5月から20年間三笠市議会議員として尽力されました。

自治功労：森川輝男さん（美園町）
　平成7年3月から20年間三笠市固定資産評価審査委員会委員と
して尽力されました。

市政功労：田尻勲さん（弥生花園町）
　昭和59年2月から31年間三笠市消防団員として尽力されまし
た。

功労賞表彰

左から田尻さん、髙橋さん、扇谷さん

【問合先】総務課総務秘書係☎②3185

　平成27年秋の褒章とし
て、荒井孝治さん（清住町）
に藍綬褒章が授与されまし
た。 
　荒井さんは保護司を昭和
58年5月 か ら 現 在 ま で32

年、三笠地区保護司会理事を平成13年5月から5年
努められ、長きにわたり保護観察対象者の更生と
地区保護司会の発展に尽力されました。

平成27年秋の褒章 荒井孝治さんに
藍綬褒章が授与されました

　平成27年秋の叙勲として、小林和男さん（多賀
町）に旭日小綬章が授与されました。
　小林さんは平成15年
4月に三笠市長に当選し
て以来、連続3期12年の
長きにわたり在職され
三笠市の発展と繁栄の
ために尽力されました。

平成27年秋の叙勲 小林和男さん（前三笠
市長）に旭日小綬章が授与されました

【問合先】総務課総務秘書係☎②3185【問合先】福祉事務所福祉総務係☎②3995


